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　日野川では、4月～6月末にかけて降雨が少ない状態が続き、米
子の降雨量は、4月～6月に平年値の407.2mmに対して、今年は、
105mmとわずか26%の降雨しかありませんでした。特に6月は、
鳥取県内で気象台が観測している15地点のうち10地点で、最少降

雨の記録を更新す
るなど記録的な小
雨でした。このた
め、5月20日頃か
ら川の水が減り、平
成6年の渇水以降、
約10年振りの本格
的な渇水となりま
した。

　国道9号線日野橋下流の車尾堰では、この堰から下流に水が行か
ないなど、アユ等の魚類が川をさかのぼることが出来なくなること
が続きました。5月20日～6月30日の42日間に36日間も越えない
日がありました。

　また、米川用水では、日野川から取水できる水が減り、農業用水が
不足したため、米川上流域にあたる米子市内の用水を制限し、境港
市一帯に水を供給する番水が実施されるなど、川に水が少なくなっ
たことにより、生き物や生活に悪い影響がでました。
　
　川の水が減ると、川の水を利用している人たちは水を取ることが
出来なくなります。
　このため、河川管理者、川の水を利用している人たちが集まり、水を取
る量をどのようにするのか相談しながら水を利用することになります。
　日野川では「日野川流域水利用協議会」を組織しており、今回の渇

対岸の一方通行の道を行くと、写真のようなポイントに着きます。秋
は特に美しく山水の美を見ることができます。小さな島々の草紅葉が
鮮やかです。
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平成17年の渇水について

－表紙  「緑水湖」秋の彩り－

水では、表ー１に示すように水を取る量を削減する調整を行いました。

回　数 開 催 日 概　     要
第 1回 6月  7日 農水・工水・上水を5％削減
第2回 6月16日 農水・工水・上水を20％削減
第3回 6月29日 農水・工水・上水を35％削減
解　除 7月15日 削減を解除

表ー1　取水量の削減状況

　日野川には、菅沢ダムや賀祥ダムのように、水の使用量が少ない
時期や水の多いときに貯めた水を、水が少なくなったときに放流し、
川の水を増やすことを目的としたダムがあります。
　今回の渇水では、菅沢ダムの場合、放流を最大毎秒4m3（一日当
たりに直すと、35万m3、ドラム缶173万本）行うことにより渇水被害
を低減しています。
　しかし、ダムからの放流を続けると、当然ダムに貯まった水も減っ
ていき、最後には、ダムが空になり川の水を増やすことが出来なくな
ることから、長期間放流が出来るよう「日野川流域水利用協議会」で
話し合われ、放流量を減らす措置が取られました。　

　今回の渇水は、7
月1日の雨で川の水
が大きく増え、さら
にその後も降雨が
続きました。これ
により、ダムの貯水
量も回復したこと
から、7月15日には、
今後渇水の心配が
なくなったとして、
水を取る量の削減
を中止し、この渇水
は終了しました。

　日野川の年平均降水量は、約1,800mmと全国平均とほぼ同じ程
度の降雨があります。しかし、このたびの渇水のように降雨が少な
くなると貯えたダムの水も限りがあり川に水が流れなくなります。
川に水が流れなくなれば、市民生活や経済活動に大きな支障が生じ、
川に棲む生物に大きな影響を与えます。
　水は限りある資源です。大切に使いましょう。
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　図ー２　菅沢ダム　貯水量

図ー１　米子　降水量

0

50

100

150

200

250

300

350

400

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０
月
１１
月
１２
月

量
水
降

平均値（1970ー
2000）
平成１７年

4～6月
平年値
407.2mm

放流量4.0m³/s

放流量3.2m³/s

放流量2.4m³/s

放流量1.85m³/s

6月8日

6月17日

6月30日

貯水率50％

貯水率40％




